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感
謝
を
胸
に 

未
来
へ
の
一
歩
歩
む

平
成
26
年
六
ヶ
所
村
成
人
式

生
せ
っ
か
く
な
ら
楽
し
く
や
ら
な

き
ゃ
損
。
明
る
く
元
気
に
、
素
晴

ら
し
い
人
生
を
過
ご
し
て
」
と
小

話
を
交
え
た
軽
快
な
ト
ー
ク
で
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
懐
か
し
い
旧

友
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
な
が
ら

写
真
を
撮
っ
た
り
、
会
話
を
弾
ま

せ
た
り
し
て
、
会
場
に
笑
顔
を
広

げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
し
た

そ
の
顔
は
、
逞
し
く
、
凛
々
し
く

―
。
晴
れ
の
日
を
迎
え
た
１
３
７

人
の
新
成
人
た
ち
は
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
こ
と
ば
を
務
め
た
能

登
雄
大
さ
ん
は
「
こ
の
日
を
迎
え

て
、
私
た
ち
と
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
へ
改
め
て
感
謝
の

気
持
ち
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
六
ヶ
所
に
私
た
ち
が
希

望
に
あ
ふ
れ
る
社
会
を
築
く
原
動

力
と
な
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
成

長
を
遂
げ
る
姿
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
、橋
本
果
歩
さ
ん
は
「
成

人
と
い
う
節
目
を
こ
う
し
て
多
く

の
方
々
に
見
守
ら
れ
、
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
目
標
へ
向
か
い
現
実
の
自
分

を
近
付
け
る
べ
く
、
自
己
変
革
し

日
々
邁
進
し
て
参
り
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
『
南
部
の
さ
と
ち
ゃ
ん
』
こ
と

瀬
川
さ
と
し
さ
ん
が
講
演
し
「
人

　

平
成
26
年
六
ヶ
所
村
成
人
式
が

１
月
12
日
、文
化
交
流
プ
ラ
ザ「
ス

ワ
ニ
ー
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
平

成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

１
３
７
人
で
、
こ
の
う
ち
75
人
が

式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
成
人
を
代
表
し
て

村
松
尚
人
さ
ん
が
村
民
憲
章
を

堂
々
と
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

古
川
健
治
村
長
は
式
辞
で
「
こ

れ
か
ら
先
、
今
ま
で
以
上
に
多
く

の
人
と
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
一
つ
一
つ
努
力
し
、
限
り
な

い
可
能
性
を
信
じ
て
、
自
分
の
人

生
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
新
成
人
た
ち
に
激
励
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

新成人へインタビュー　～成人を迎えて～

赤石　一磨

（泊）

将来の夢は社長。
でかくて優しく、
尊敬されるような
大人になりたい。

高村　竜馬

（倉内）

社会人２年、働く大切さ
や辛さが分かった。
格好いい大人を目指し
て親孝行したい。

松下　朋子

（泊）

成人を迎えて、大人に
なったなと新鮮な気持
ちです。自立した大人

になりたい。

杉山　智美

（千歳平）

成人を迎えて嬉しい。
分け隔てなく、接した
人を笑顔にさせられる
ような人になりたい。

二十歳という節目を迎え、これまで自分を支えて
くれたたくさんの人への感謝の気持ちを忘れずに
夢や目標に向かって前進していく（鳥谷部優衣）
今年千葉県の教員採用試験に合格することができ、
来年から小学校の教壇に立てるようになった。い
つか必ず六ヶ所村で教員になりたい（髙梨優希）
両親をはじめ、多くの皆さまにお世話になりまし
た。これからは一人の社会人として現状に満足す
ることなく、自分の夢に向かって努力していきた
い（類家剛）　持ち前の語学力を生かし外国人と日
本人との架け橋になりたい。成人として恥じぬ行
動をし、誇れる人材となりたい（齋藤夢子）　成人
を迎えることができて感謝の気持ちでいっぱい。
これからは周りの人たちの支えになれるよう、優
しく強い人になりたい（蒔苗友花）　信念を持った
責任ある行動を起こしていきたい（引木雅紀）

新成人のメッセージ

Pick Up Topics 1

新成人代表（能登雄大さん）

村民憲章朗読（村松尚人さん）

新成人代表（橋本果歩さん）

成人式看板前で

友人との撮影を楽しむ新成人たち

カメラに向かって笑顔

ご成人おめでとうございます

さとちゃんの講演でほっこり

3 Rokkasho●2014-2
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文
化
交
流
プ
ラ
ザ「
ス
ワ
ニ
ー
」

に
お
い
て
１
月
５
日
、
平
成
26
年

六
ヶ
所
村
消
防
出
初
式
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
村
消
防
団
（
髙
橋
義
経

団
長
）
や
泊
婦
人
消
防
協
力
隊
を

始
め
、
む
つ
小
川
原
石
油
備
蓄
㈱

自
衛
消
防
隊
、
日
本
原
燃
㈱
消
火

専
門
隊
、
六
ヶ
所
消
防
署
な
ど
５

団
体
、
２
１
４
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
出
初
式
。
式
典
で
は
、
団

員
た
ち
に
よ
る
勇
ま
し
い
分
列
行

進
や
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

古
川
村
長
は
「
日
頃
か
ら
村
の

安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、
献

身
的
に
活
躍
い
た
だ
き
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
消
防
人
と
し
て

地
域
の
厚
い
信
頼
に
答
え
て
ほ
し

い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

〈
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）〉【
退
職
消
防
団
感
謝
状
（
前

所
属
・
階
級
・
勤
続
年
数
）】
小
泉

勉
（
２
分
団
分
団
長
、
32
年
３
カ

月
）
▼
中
村
政
美
（
10
分
団
・
分

団
長
、30
年
）
▼
五
十
嵐
誠
一
（
３

分
団
・
分
団
長
、
21
年
11
カ
月
）

▼
沼
山
良
一
（
４
分
団
・
副
分
団

長
、
31
年
７
カ
月
）
▼
川
畑
利
光

（
９
分
団
・
班
長
、
28
年
４
カ
月
）

【
六
ヶ
所
村
長
章
】（
所
属
、
団

員
）　

田
中
充
（
２
分
団
・
団
員
）

▼
前
田
秋
広

（
２
同
・
同
）

▼
村
井
大
輔

（
２
同
・
同
）

▼
高
屋
敷
博

貴
（
２
同
・

同
）
▼
向
中
野
功
介
（
３
同
・
同
）

▼
戸
田
隼
人
（
４
同
・
同
）
▼
高

田
良
太
（
４
同
・
同
）
▼
佐
々
木

健
一
（
５
同
・
同
）
▼
藤
ケ
森
幸

夫
（
５
同
・
同
）
▼
小
泉
真
一
（
６

同
・
同
）

【
消
防
団
長
章
（
所
属
・
階
級
、
勤

続
年
数
）】
浜
中
智
光
（
２
同
・
同
）

▼
安
藤
光
雄
（
３
同
・
同
）
▼
下

田
正
典
（
５
同
・
同
）
▼
小
泉
友

和
（
６
同
・
同
）
▼
橋
本
光
明
（
６

同
・
同
）
▼
丹
波
誠
（
７
同
・
同
）

▼
中
村
良
正
（
10
同
・
同
）
▼
沼

端
隆
行
（
10
同
・
同
）

全
・
安
心
な
村
を
目
指
し 

決
意
新
た
に

平
成
26
年 

六
ヶ
所
村
消
防
出
初
式

安

≪六ヶ所村消防団組織≫
　団長（髙橋義経）
　副団長（田村七郎、久保政廣、松下志美雄）
◎本部
　分団長（尾ヶ瀬庄太郎、舘花晴彦、鳥谷部修、松橋勝）
　副分団長（吉田裕悦、諏訪内俊一、駒形進）
　部長（小泉陽大、髙橋晃、太田慎吾）
◎分団（団員総数 206 人）
　第１分団長　石久保斉　　第２分団長　橋本　進
　第３分団長　沼端　一　　第４分団長　沼尾秀雄
　第５分団長　中村春志　　第６分団長　小泉秋広
　第７分団長　相内頼恵　　第８分団長　奥村　浩
　第９分団長　秋戸祐悦　　第 10 分団長　林　清

Pick Up Topics 2

人員服装点検

分列行進

機械器具・車両点検

消防団によるまとい振り

退職団員へ感謝状贈呈

髙橋義経団長

世次の

代
に
受
け
継
ぐ
伝
統

新山権現保存会（権現舞）

平沼神楽保存会（神明舞）

倉内神楽保存会（剣舞）

　

第
31
回
六
ヶ
所
村
民
俗
芸
能

発
表
会
が
、
１
月
11
日
に
南
小

学
校
で
開
催
さ
れ
、
約
２
３
０

人
の
地
域
住
民
が
各
地
区
の
民

俗
芸
能
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

新
春
恒
例
の
同
発
表
会
は
、

祖
先
か
ら
伝
わ
る
獅
子
舞
や
神

楽
な
ど
の
民
俗
芸
能
を
後
世
へ

保
存
、
育
成
、
振
興
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
今
年
は
村

内
の
５
団
体
が
そ
の
伝
統
の
舞

を
熱
演
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の

は
、
倉
内
神
楽
保
存
会
（
木
村

毅
代
表
）。
後
継
者
育
成
に
力

を
注
ぐ
同
保
存
会
は
、
出
演
に

倉
内
子
ど
も
育
成
会
の
メ
ン

バ
ー
を
加
え
、
息
の
合
っ
た
舞

を
披
露
し
ま
し
た
。
新
山
権
現

保
存
会
（
佐
藤
石
五
郎
代
表
）

は
権
現
舞
・
両
剣
舞
を
堂
々
た

る
熟
練
の
舞
と
囃
子
で
、
平
沼

神
楽
保
存
会（
橋
本
武
洋
代
表
）

は
、
南
小
学
校
の
発
展
を
祈
願

し
、
祝
い
の
意
を
込
め
て
神
明

舞
と
下
舞
・
権
現
舞
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
神

楽
会
は
、
今
回
２
組
が
出
演
。

　

平
沼
子
供
神
楽
会
（
橋
本
篤

志
代
表
）
は
、
勇
壮
な
舞
で
下

舞
と
権
現
舞
を
披
露
。
重
獅
子

頭
を
掲
げ
な
が
ら
力
強
く
舞
っ

て
い
ま
し
た
。
倉
内
子
ど
も
神

楽
育
成
会
（
相
内
良
夫
代
表
）

は
、
小
中
学
生
の
舞
手
た
ち
が

手
綱
や
扇
で
下
舞
を
披
露
。
地

域
一
体
と
な
っ
て
練
習
し
、
心

身
と
も
に
成
長
し
た
姿
に
会
場

か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
浜
町
の
南
部
手
踊

り
保
存
会
（
菊
池
國
廣
代
表
）

が
特
別
出
演
。
ゆ
っ
た
り
と
し

た
踊
り
の
南
部
甚
句
と
南
部
あ

い
や
節
で
会
場
に
華
を
添
え
ま

し
た
。

Pick Up Topics 3

平沼子供神楽会（下舞）

第 31 回六ヶ所村民俗芸能発表会
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後
期
高
齢
者
医
療

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ

≪申請に必要なもの≫
❶支給申請書
❷後期高齢者医療被保険者証
❸介護保険被保険者証
❹印鑑（認印）
❺通帳（または通帳のコピー）など口座情報の
　わかるもの

六ヶ所トピックスinformation

■
対
象
期
間

毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年

７
月
31
日
ま
で
の
一
年
間

■
支
給
額

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
の
合
計
が
、
所

得
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担

限
度
額
（
表
）
を
超
え
た
場

合
に
、
そ
の
超
え
た
額
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
超
え
た
額
が

５
０
０
円
以
下
の
場
合
は
支

給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
申
請

　

支
給
を
受
け
る
に
は
、
必

ず
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
支
給
の
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に

は
、
２
月
下
旬
に
青
森
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
を

お
送
り
し
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
が
届
い
た
人
は

健
康
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
対
象
期
間
の
途
中

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
た
人
や
転
入
し
て
き

た
人
な
ど
が
い
る
世
帯
、
７

月
31
日
時
点
で
死
亡
・
生
活

保
護
受
給
な
ど
に
よ
り
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

資
格
を
喪
失
し
て
い
る
人
が

い
る
世
帯
に
は
、
支
給
対
象

と
な
る
世
帯
で
も
、
支
給
申

請
の
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

人
は
、
左
記
担
当
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
課　

後
期
高
齢
者
医

療
係

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
１
４
３
）

■
支
給
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
（
注
）
の
両
方
の
支
払

い
を
し
た
人
が
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

が
複
数
い
る
場
合
は
、
世
帯

で
合
算
し
ま
す
。

※被保険者が亡くなられている場合は、受領申立
　書の提出が必要です（事前に提出した場合は不要）
※被保険者以外の人が申請または受領する場合は
　委任状が必要です
※重度心身障害者医療費の助成を受けている場合
　は、村へ受領を委任する委任状が必要です（様
　式は健康課に備え付けてあります）
※対象期間中に国民健康保険などの医療保険や介
　護保険に加入歴があり、自己負担額がある場合
　は、それらの保険の自己負担額証明書が必要です

　青森県主催の「スマートグリットセミナー in 六ヶ所」が１
月 17 日、文化交流プラザ「スワニー」で行われ、関係者など
約 70 人が参加しました。
　同セミナーは、村の尾駮地区をフィールドとして平成 23 年
度から行われてきた実証事業が今年３月に終了するため、３年
間の成果を報告するために行われました。
　セミナーでは、プロジェクトリーダーの横山明彦氏が「村
フィールドを使っての実証試験は素晴らしい成果を上げた。成
果を元に実用化に向けて検討し、再生可能エネルギー大量導入
に向けて頑張っていきたい」と事業成果を発表。続いて、実証
事業の概要報告や事業に携わった企業９社による個別報告が行
われ、各企業で無線や通信環境について得られたデータを元に
成果を説明しました。

　平成 26 年新年を語るつどいが 1 月 10 日、文化交流プラザ「ス
ワニー」で開催され、村内企業関係者など約 400 人が出席しました。
　表彰式では、地域の社会福祉、民生安定に貢献した 2 人に功
労表彰が、地域社会に貢献した 1 団体に善行表彰が授与されま
した。受賞者を代表して菊池トシヱさんが「この表彰は同業で
ある民生委員の方々、そして村民皆さまのご支援の賜物と思い
深く感謝申し上げます」と謝辞を述べました。
　記念講演では、泊地区出身でフリーアナウンサーの遠田恵子
氏が「世代をつなぐ～華齢・朗齢・好齢人生」と題し、はつら
つと年齢を重ねるには社会貢献が重要なカギになると話してい
ました。〈受賞者は次のとおり：順不同、敬称略〉●功労表彰
　元六ヶ所村民生委員　菊池トシヱ▽六ヶ所村民生委員　葛西
ナツエ●善行表彰　三沢電気工事業協同組合

　夢をはぐくむ科学教室（主催：資源エネルギー庁・村教育委
員会、事業主体：六ヶ所地域振興開発㈱）が 12 月６日、尾駮
小学校（千葉信親校長、児童 231 人）で開かれました。
　始めに行なわれたのは（公財）環境科学技術研究所の伊藤寿
さんによる放射線の授業。放射性物質は身近にあるという話に、
児童たちは熱心に耳を傾けていました。続いて、ポピュラーサ
イエンス研究所の北沢善一さんが科学実験教室を実施。静電気
の実験では、静電気を溜めた風船を操り上手にシャボン玉を浮
かせていました。空気砲の実験では、巨大な空気砲から放たれ
た大きな煙の輪に児童から歓声が上がっていました。
　伊東亜華里さん（６年）は「授業でやったことのない実験も
やっていて、科学のことをもっと知れた。特にシャボン玉の反
発実験がおもしろかった」とにっこり話していました。

実証試験に確かな手応え
スマートグリットセミナー in 六ヶ所

親睦深め、村の発展目指す
平成 26 年新年を語るつどい開催

受賞者を代表して謝辞を述べる菊池さん

科学の楽しさ 知ってほしい
「夢をはぐくむ科学教室」開かれる

風船とシャボン玉を使った静電気の実験

セミナーの様子
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International Exchange国際交流 　交番だよりSafety Information

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

② 12 月末の村の物件事故発生状況
平成 25 年 24 年

前年比
12 月中 累計 累計

26 214 265 -51

平成 25 年 24 年 前年比12 月中 累計 累計
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

2 0 3 23 0 32 20 0 35 +3 0 -3

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
① 12 月末の村の人身事故発生状況

　

今
年
も
「
異
文
化
交
流

フ
ェ
ア
」
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
！

　

世
界
各
国
の
文
化
に
触

れ
、
楽
し
み
な
が
ら
異
文
化

を
感
じ
る
こ
の
チ
ャ
ン
ス
！

　

各
国
の
お
土
産
が
も
ら
え

る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

２
月
23
日
日

■
時
間　

午
後
１
時
～
３
時

30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
参
加
費　

無
料

■
参
加
予
定
国　

フ
ラ
ン

ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、

イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、

ド
イ
ツ
、
日
本　

他

◎
「
愛
し
て
い
る
」
と
い
う

言
葉

　

こ
ん
に
ち
は
。
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
か

ら
の
派
遣
職
員
ホ
ン
・
ミ
ン

ギ
で
す
。

　

以
前
、
日
韓
の
恋
愛
ス
タ

イ
ル
に
つ
い
て
記
事
を
書
い

た
時
、
日
本
で
は
「
愛
し
て

い
る
」
と
い
う
言
葉
を
あ
ま

り
言
わ
な
い
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
韓
国
で
は
普
段
か
ら

よ
く
使
っ
て
い
る
言
葉
な
の

に
、
な
ぜ
日
本
で
は
ド
ラ
マ

を
見
て
も
な
か
な
か
出
て
こ

な
い
の
か
、
今
日
は
両
国
の

意
味
の
違
い
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

①
愛
し
て
い
る
の
意
味

　

文
字
そ
の
ま
ま
で
、
英

語
のlove

の
よ
う
な
「
愛
」

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
な
た
、
愛
し
て
い
る
」

「
お
母
さ
ん
、
愛
し
て
い
る
」

「
○
○
さ
ん
、
愛
し
て
い
る
」

な
ど
、
夫
婦
や
恋
人
、
家
族

間
で
愛
情
を
表
現
す
る
た
め

に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
尊
敬
や
友
情
の
意
味

　

韓
国
で
は
「
先
生
、
愛
し

て
い
ま
す
」「
友
よ
、
愛
し

て
い
る
」
な
ど
の
表
現
も
よ

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
に
訳
せ
ば
ど
こ
か

違
和
感
を
感
じ
ま
す
が
、
韓

国
人
な
ら
子
ど
も
の
頃
か
ら

よ
く
使
う
表
現
で
す
。
文
字

通
り
の
「
愛
」
よ
り
は
尊
敬

と
友
情
、
親
し
み
を
表
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味

で
使
う
こ
と
が
多
い
た
め
、

韓
国
人
は「
サ
ラ
ン
ヘ
ヨ（
愛

し
て
い
る
）」
と
自
然
に
言

え
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝

え
る
だ
け
が
全
て
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
昔
、
夏
目
漱
石

が
「I love you
」
を
「
月

が
綺
麗
で
す
ね
」
と
訳
し
た

事
は
、
未
だ
に
翻
訳
を
語
る

時
に
は
欠
か
せ
な
い
例
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
国
に
で
も
あ
る
言

葉
。
で
も
、
そ
の
伝
え
方
や

感
じ
る
感
情
は
全
く
同
じ
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
本
な
ら
で
は
の

「
感
情
」
を
込
め
た
素
敵
な

翻
訳
文
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

口
に
出
し
て
表
現
す
る
事

が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、
そ

れ
が
全
て
だ
か
ら
で
は
な

く
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
「
真
心
」
が
相
手
に
も
っ

と
伝
わ
り
や
す
い
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
を
迎
え
て
早
一
カ

月
。
今
年
こ
そ
、
言
わ
な
い

と
分
か
ら
な
い
、
忘
れ
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
そ
の
気
持

ち
を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
、
分
か

ち
合
い
ま
せ
ん
か
。
愛
に
満

ち
た
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
し
ま
す
。

「異文化交流フェア 2014」 ２月 23 日日開催 !!
六ヶ所村に在住する外国人が自国の文化を紹介

異文化交流フェアの様子

韓国語スピーチコンテスト
六ヶ所村　入賞！

　12 月 15 日、弘前大学創立 50 周
年記念会館にて、韓国語スピーチコ
ンテスト「話してみよう韓国語」青
森大会が開催されました。昨年の青
森大会から北東北地域へ範囲を広げ
たこの大会には、六ヶ所高校や韓国
語教室の生徒６人４組が出場し、ス
ピーチ部門と中高生スキット部門で
奨励賞と努力賞を受賞しました。

We will hold the annual “International Cultural 
Exchange Fair”.You have the chance to experience 
culture from around the world.　Please join us! We 
encourage foreigner’s participation!
■ date：February 23rd, Sun　13:00-15:30
■ place：Community center in Obuchi
■ cost：FREE
■ countries：France, Spain, Italy, India, Korea
　　　　　　  Germany, USA, Japan, etc.

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ

　

冬
期
間
は
、
積
雪
や
気
温

の
低
下
な
ど
に
よ
り
道
路
が

非
常
に
滑
り
や
す
く
な
り
、

そ
の
状
況
は
刻
一
刻
と
変
化

し
ま
す
。

　

ま
た
、
信
号
待
ち
や
渋
滞

の
車
の
熱
で
解
け
た
雪
が
低

温
で
再
び
凍
る
な
ど
、
場
所

に
よ
っ
て
一
層
注
意
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

速
度
は
控
え
め
に
、
車
間

距
離
を
十
分
に
保
っ
て
安
全

運
転
を
心
掛
け
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

1
冬
期
間
の
交
通
事
故
発
生

状
況

　

青
森
県
内
で
は
、
平
成
24

年
12
月
か
ら
25
年
３
月
の
間

に
、
１
８
９
０
件
の
交
通
事

故
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち

９
１
５
件
（
48
・
４
％
）
が

追
突
事
故
で
し
た
。

2
冬
道
の
安
全
走
行
の
ポ
イ

ン
ト

①
降
雪
や
吹
雪
な
ど
で
視
界

が
悪
い
と
き
は
、
昼
間
で
も

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
「
自
分
で

見
る
」「
相
手
に
見
せ
る
」

こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

②
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
通

過
で
雪
煙
が
発
生
し
、
突
然

視
界
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル

は
避
け
、
ア
ク
セ
ル
を
緩
め

る
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
高
速
度
で
カ
ー
ブ
に
入
っ

た
り
、
カ
ー
ブ
の
途
中
で
の

急
激
な
加
速
減
速
は
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

　

カ
ー
ブ
に
入
る
前
に
十
分

減
速
し
、
カ
ー
ブ
の
途
中
に

停
止
車
両
な
ど
の
障
害
物
が

あ
っ
て
も
、
ゆ
と
り
を
持
っ

て
対
応
で
き
る
、
安
全
な
速

度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

④
下
り
坂
の
途
中
で
、
ブ

レ
ー
キ
を
強
く
踏
ん
だ
り
、

不
用
意
な
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
を

す
る
こ
と
は
、
ス
リ
ッ
プ
事

故
を
招
き
ま
す
。

　

下
り
坂
に
入
る
前
に
安
全

な
方
法
で
減
速
し
、
適
切
な

ギ
ア
に
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
し

て
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を

効
か
せ
な
が
ら
走
行
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
冷
え
込
み
の
厳
し
い
朝
や

夜
は
、
道
路
に
雪
が
な
く
て

も
路
面
凍
結
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

凍
結
し
や
す
い
橋
や
ト
ン

ネ
ル
、
日
陰
を
通
行
す
る
時

は
、特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ゆ
と
り
で
走
ろ
う
、
心
と

時
間
と
車
間
距
離
！

◎
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

冬
道
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
、

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
！

◎
２
倍
の
車
間
距
離

冬
道
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い

の
で
十
分
な
車
間
距
離
を
！

◎
３
分
早
め
の
出
発

冬
道
で
は
、
あ
せ
り
や
無
理

な
運
転
は
禁
物
！　

余
裕
を

持
っ
て
早
め
の
出
発
を
！

　

昨
年
度
冬
期
間
の
除
排
雪

に
伴
う
人
的
事
故
は
、
発
生

件
数
２
１
８
件
（
▽
75
件
）、

事
故
者
が
２
２
０
人
（
▽
74

人
）
で
、
内
訳
が
死
亡
者
が

15
人
（
▽
６
人
）、
負
傷
者

が
２
０
５
人
（
▽
68
人
）
と

大
雪
で
あ
っ
た
前
年
度
か
ら

は
減
っ
た
も
の
の
、
非
常
に

多
く
の
人
が
事
故
に
遭
い
ま

し
た
。

＊
（　

）
内
は
前
年
度
比
、

▽
は
マ
イ
ナ
ス

■
除
排
雪
に
伴
う
事
故
原
因

　

事
故
は
次
の
よ
う
な
原
因

で
発
生
し
て
お
り
、
村
内
で

も
年
末
か
ら
現
在
に
掛
け

て
、
除
排
雪
中
の
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

除
排
雪
の
際
に
は
転
落
防

止
対
策
な
ど
を
し
て
、
十
分

気
を
付
け
な
が
ら
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

○
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故

　

１
１
５
人
（
死
者
５
人
）

　
〈
▽
42
人
、
死
者
▽
３
人
〉

○
屋
根
雪
の
落
下
に
よ
る
事
故

　

46
人
（
死
者
１
人
）

　
〈
▽
15
人
、
死
者
▽
５
人
〉

○
除
排
雪
中
に
川
な
ど
に
転
落

　

５
人
（
死
者
２
人
）

　
〈
▽
２
人
、
死
者
±
０
〉

○
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き

　

１
人
（
死
者
０
人
）

　
〈
±
０
人
、
死
者
▽
１
人
〉

○
除
雪
機
に
巻
き
込
ま
れ
た

事
故　

12
人
（
死
者
０
人
） 

　
〈
＋
２
人
、
死
者
± 

０
人
〉

○
除
排
雪
中
に
発
病

　

７
人
（
死
者
４
人
）

　
〈
＋
４
人
、
死
者
＋
１
人
〉

○
除
雪
中
に
雪
山
か
ら
転
落

　

２
人
（
死
者
０
人
） 

　
〈
±
０
人
、
死
者
±
０
人
〉

○
そ
の
他　

23
人
（
死
者
３

人
）〈
▽
20
人
、
死
者
＋
２
人
〉

＊
〈　

〉
内
は
前
年
度
比
で

▽
は
マ
イ
ナ
ス

冬道のスリップ事故を防止しよう
ゆとりをもった安全運転を心掛けましょう

除
排
雪
中
の

事
故
を
防
止
し
よ
う

＊『襄陽日和』はＰ 13 に掲載しています
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　健康 Health

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

　医療Medical

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

「周術期の口の中の清掃」

■
こ
こ
ろ
と
体
の
深
い
関
係

◎
体
の
不
調
は
こ
こ
ろ
の
叫

び
？

　

現
代
人
が
抱
え
る
体
の
不

調
の
多
く
は
、
原
因
が
明
確

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で

は
、
再
び
体
調
不
良
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
に
…
。
繰
り
返

さ
れ
る
体
の
不
調
は
、
疲
れ

た
『
こ
こ
ろ
』
か
ら
の
サ
イ

ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
こ
こ
ろ
が
健
康
で
な
け
れ

ば
、
体
の
健
康
も
維
持
で
き

ま
せ
ん

　

こ
こ
ろ
の
健
康
と
体
の
健

康
は
、
密
接
に
か
ら
み
合
っ

て
い
ま
す
。
元
気
に
働
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
て
も
気
持

ち
が
落
ち
込
ん
で
い
た
り
、

楽
し
そ
う
に
見
え
て
も
体
調

を
崩
し
て
い
る
状
態
は
、
健

康
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

■
ス
ト
レ
ス
を
自
覚
し
、
自

分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま

し
ょ
う
！

　

職
場
や
家
庭
の
環
境
、
人

間
関
係
な
ど
、
日
常
生
活
の

中
で
、
絶
え
ず
私
た
ち
は
さ

ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

た
こ
こ
ろ
の
ゆ
が
み
を
『
ス

ト
レ
ス
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
状
態

が
長
く
続
く
と
心
身
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
心
理
的
・
身

体
的
・
行
動
的
な
変
調
が
現

れ
て
き
ま
す
。
人
が
生
き
て

い
く
上
で
、
こ
の
ス
ト
レ
ス

を
完
全
に
と
り
去
る
事
や
完

璧
に
解
消
す
る
事
は
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
を

た
め
込
ま
な
い
よ
う
に
工
夫

を
し
て
、
上
手
に
付
き
合
っ

て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

　

し
っ
か
り
と
睡
眠
を
と

り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
こ
こ
ろ
が
け
、
適
度
な
運

動
を
続
け
る
こ
と
が
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
（
こ
こ
ろ
の
健
康
）

の
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
…

　

体
調
の
異
変
は
、「
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
よ
」

と
い
う
疲
れ
た
こ
こ
ろ
か
ら

の
警
告
で
す
。
早
い
段
階
で

異
常
に
気
づ
き
、
早
め
に
対

応
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け

れ
ば
、
軽
症
の
う
ち
に
回
復

す
る
事
が
で
き
ま
す
。

で
現
在
、
妊
娠
し
て
い
な
い

人
。
ま
た
は
、
妊
娠
を
予
定

ま
た
は
希
望
し
て
い
る
人

＊
接
種
後
２
カ
月
間
は
避
妊

が
必
要
に
な
り
ま
す

❷
妊
婦
や
妊
娠
可
能
な
女
性

の
夫
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）

❸
妊
婦
や
妊
娠
可
能
な
女
性

の
同
居
家
族
で
、
特
に
接
種

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

※
対
象
者
❶
と
同
一
世
帯
で

暮
ら
し
て
お
り
、
世
帯
分
離

を
し
て
い
な
い
人

■
接
種
回
数　

１
回

■
助
成
額　

全
額
助
成

■
接
種
方
法

健
康
課
窓
口
で
申
請
書
を
提

出
し
、
指
定
の
予
診
票
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①
指
定
医
療
機
関
で
接
種（
尾

駮
・
千
歳
平
・
泊
診
療
所
、
野

辺
地
病
院
）、
②
指
定
医
療
機

関
以
外
で
接
種
（
村
外
な
ど
）

■
助
成
期
間

26
年
２
月
28
日
金
ま
で

■
申
請
期
限　

26
年
３
月
末

ま
で
受
け
付
け
ま
す

■
助
成
方
法

①
指
定
医
療
機
関
で
接
種
の

場
合
▽
申
請
手
続
き
な
し

②
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接

種
し
た
場
合
▽
後
日
、
役
場

に
申
請
手
続
き
が
必
要

※
申
請
時
に
必
要
な
も
の
（
領

収
書
・
印
鑑
・
通
帳
）

＊
お
子
さ
ん
が
い
る
人
は
母

子
手
帳
の
確
認
が
必
要
な
た

め
、
ご
持
参
く
だ
さ
い

あなたのこころは健康ですか？
自分でできるメンタルヘルスケア

米谷 倫太朗くん

成田 康誠くん東山 若奈ちゃん

小泉 多瑛ちゃん 木村 夢咲ちゃん

よ
い
歯
で
歯
ッ
ピ

ー

今月の歯ッピー
エンゼルたち
12 月 10日の
３歳児健診で
虫歯のなかった
子どもたち

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

家
族
や
友
人
、
ま
た
は
健
康

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
、
村
で
は
平
成
25

年
度
７
月
１
日
か
ら
「
先
天

性
風
疹
症
候
群
」
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
に
風
疹
の
予

防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
風
疹
は
妊
娠
初
期
の

妊
婦
が
か
か
る
と
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
が
心
疾
患
、白
内
障
、

難
聴
な
ど
の
障
害
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
す
る
た
め
に
は
、
事

前
に
予
防
接
種
を
受
け
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は

次
の
説
明
を
よ
く
ご
覧
に
な

り
、
早
め
に
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

接
種
時
に
六
ヶ

所
村
に
住
所
が
あ
り
、
風
疹

に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
、

も
し
く
は
風
疹
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
、
❶

～
❸
に
あ
て
は
ま
る
人

❶
10
代
後
半
～
40
代
の
女
性

風
疹
予
防
接
種
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

＊
ご
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で　

問
健
康
課
（
直
通
）　

☎
７
２
―
２
７
９
４

ら
れ
て
い
ま
す
。
口
の
中
の

環
境
を
整
え
た
上
で
の
嚥
下

訓
練
が
口
の
機
能
の
回
復
に

つ
な
が
り
、
肺
炎
を
予
防
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
脳
血
管
障
害
や
意
識

障
害
、ICU

・CCU

な
ど
で

人
工
呼
吸
器
管
理
が
行
わ
れ

て
い
る
患
者
は
、
誤
嚥
性
肺

炎
を
発
症
す
る
危
険
性
が
高

い
た
め
、
口
の
中
の
清
掃
や

機
能
改
善
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
神
経
疾
患
な
ど
の

た
め
自
身
で
歯
ブ
ラ
シ
が
で

き
な
い
患
者
や
血
液
疾
患
な

ど
で
抵
抗
力
が
低
下
し
た

易い
か
ん
せ
ん

感
染
性
の
患
者
は
、
専
門

知
識
の
あ
る
介
護
者
に
よ
る

口
の
中
の
清
掃
の
実
施
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

3
抗
が
ん
剤
治
療
や
放
射
線

治
療
を
受
け
る
患
者
の
口
の

清
掃

　

悪
性
腫
瘍
を
発
症
し
た
患

者
へ
の
治
療
法
と
し
て
、
抗

が
ん
剤
治
療
や
放
射
線
治
療

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
治
療
法
の
副

作
用
と
し
て
、
口
内
炎
、
真

菌
感
染
症
、
口
腔
乾
燥
症
、

尾
駮
診
療
所

　
歯
科
医
長

　
中
美

　
俊
大

　

口
の
中
は
と
て
も
細
菌
の

多
い
部
位
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
が
ん
治
療
や

大
き
な
手
術
を
行
う
と
、
そ

の
細
菌
が
さ
ま
ざ
な
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、
治
療
期
間
が
長

く
な
っ
た
り
術
後
の
予
後
が

悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
国
は
、
口
の
中
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
疾
患

の
治
療
時
の
合
併
症
を
少
な

く
す
る
こ
と
を
目
的
に
『
周

術
期
口
腔
機
能
管
理
』
と
い

う
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　
『
周
術
期
』
と
は
、
入
院
・

麻
酔
・
手
術
・
回
復
と
い
っ

た
患
者
の
術
中
だ
け
で
な

く
、
前
後
の
期
間
を
含
め
た

一
連
の
期
間
を
言
い
ま
す
。

  

『
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
』

と
は
、
大
き
な
治
療
を
行
う

前
に
、
あ
ら
か
じ
め
口
の
中

の
清
掃
や
歯
科
治
療
を
行
う

こ
と
で
、
口
の
中
か
ら
の
感

染
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
手
術

や
治
療
を
受
け
、
回
復
を
助

け
る
効
果
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

1
周
術
期
患
者
に
対
す
る
口

の
中
の
清
掃

  

全
身
麻
酔
下
で
の
手
術
に

お
い
て
は
、
気
管
内
挿
管
に

伴
っ
て
口
の
中
の
常
在
菌
が

気
道
内
に
迷
入
し
、
術
後
の

誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎
・
発
熱
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
術
後
に
絶
食
と
な
る

場
合
は
、
経
口
摂
取
時
よ
り

も
口
の
中
の
常
在
菌
が
増
加

す
る
た
め
、
感
染
症
を
引
き

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
身
麻
酔
下
で

の
手
術
を
予
定
し
て
い
る
中

学
生
以
上
の
患
者
は
、術
前
、

術
後
の
口
の
中
の
清
掃
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
に
は
、
手
術
前
日

に
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
や
器
械
、
器

具
を
用
い
た
歯
面
清
掃
を
、

場
合
に
よ
っ
て
は
歯
科
医
師

に
よ
る
診
察
も
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

2
内
科
的
疾
患
で
入
院
中
の

患
者
の
口
の
中
の
清
掃

　

誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎
は
、
口
腔
・

嚥え
ん
か下
機
能
の
低
下
し
た
患
者

に
発
症
し
や
す
い
こ
と
が
知

口
腔
内
出
血
な
ど

が
お
こ
り
ま
す
。

特
に
口
内
炎
は
広

範
囲
に
広
が
る
と

強
い
疼
痛
の
た
め

経
口
摂
取
が
困
難
と
な
り
ま

す
。
栄
養
状
態
の
悪
化
に
加

え
、
口
の
中
が
不
潔
に
な
る

と
炎
症
が
重
篤
化
し
、
治
癒

が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
が
ん
治
療
が
円
滑
に
行

え
る
よ
う
に
口
の
清
掃
の
実

施
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

4
糖
尿
病
患
者
へ
の
口
の
清
掃

　

糖
尿
病
に
な
る
と
歯
周
病

に
罹
患
し
や
す
く
、
口
の
中

か
ら
の
感
染
が
重
篤
化
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
歯

周
病
が
血
糖
値
に
影
響
す
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
口

腔
衛
生
指
導
を
受
け
て
感
染

症
を
予
防
し
て
く
だ
さ
い
。

5
妊
婦
に
お
け
る
口
の
中
の

清
掃

　

妊
娠
中
は
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
や
つ
わ
り
の
た
め
に

偏
食
に
な
っ
た
り
、
口
の
中

の
清
掃
が
怠
り
が
ち
に
な
り

や
す
い
た
め
、
歯
周
炎
や
虫

歯
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
口
の
中
の
炎
症

が
胎
児
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
院
で
は
妊
婦
健

診
と
口
の
中
の
衛
生
指
導
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

6
ま
と
め

　

歯
垢
は
、
バ
イ
オ
フ
イ
ル

ム
と
言
わ
れ
、
細
菌
が
糖
質

に
く
る
ま
っ
た
状
態
で
歯
牙

に
へ
ば
り
つ
い
て
抗
生
剤
を

服
用
し
て
も
殺
菌
す
る
こ
と

が
困
難
で
す
。
機
械
的
に
歯

ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
っ
て
除
去

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
疾
患
の
あ
る
人
は
一
度

口
の
中
の
歯
垢
を
隅
々
ま
で

と
る
方
法
を
教
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

入
院
前
は
も
ち
ろ
ん
、
突

然
の
入
院
や
大
き
な
手
術
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
慌
て

な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
普

段
か
ら
定
期
的
に
か
か
り
つ

け
の
歯
医
者
さ
ん
を
受
診
し

て
、
歯
の
治
療
や
口
の
中
の

清
掃
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
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な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
ス
ク
ー
ル
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
体
験
入
園
情
報

■
日
程

２
月
12
日
、
19
日
、
26
日
、
３

月
５
日
、
12
日
（
全
て
水
曜
）

＊
参
加
可
能
な
日
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い

■
時
間　

午
後
３
時
～
６
時

■
場
所　

国
際
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
内　

六
ヶ
所
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

■
対
象　

３
～
５
歳
の
六
ヶ
所

村
や
周
辺
地
域
の
幼
児

■
各
回
ご
と
の
定
員　

毎
回
５

～
６
人
以
内

■
持
ち
物　

上
履
き

■
申
込
締
切　

参
加
希
望
日
の

２
日
前

■
申
込
方
法

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
左
記
宛
て
に
、
①

子
ど
も
の
氏
名
②
生
年
月
日
③

連
絡
先
住
所
④
電
話
番
号
⑤
希

望
日
―
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問
申
込
先　

六
ヶ
所
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

☎
７
３
―
７
２
８
０

FAX
７
３
―
７
２
８
１

＊
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（aom

ori-
is@

sunflare.co.jp

）

　

平
成
25
年
５
月
に
開
校
し
た

「
六
ヶ
所
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
幼
少
部
」
で
は
、

現
在「
ブ
ロ
ー
ダ
ー
・
ア
プ
ロ
ー

チ
（
Ｂ
Ａ
）
活
動
」
に
関
わ
る

外
国
人
研
究
者
な
ど
の
３
～
５

歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
、
月

曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
英
語
の

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
ス
ク
ー
ル
で
は
、
26
年
４

月
か
ら
新
た
に
４
人
の
一
般
園

児
の
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
予

定
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
に
先
立
ち
下
記
の
日
程
に
よ

り
体
験
入
園
を
実
施
し
ま
す
。

　

一
般
入
園
を
希
望
す
る
お
子

さ
ん
は
、
体
験
入
園
へ
の
参
加

が
必
須
条
件
と
な
り
ま
す
が
、

４
月
か
ら
の
入
園
を
希
望
さ
れ

な
い
お
子
さ
ん
で
も
体
験
入
園

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

下
記
方
法
に
従
い
事
前
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
体
験
入
園
は

一
人
一
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

凍った川の上で祭りを楽しむ人たち

◇
国
際
交
流

　冬の運動に親子でスケートを楽
しみませんか？　皆さん多数の参
加をお待ちしています。
■期日　２月 23 日日
■場所　青森県営スケート場
■募集人員　先着 80 人
■入場料（団体割引）
　小学生以下（50 円）
　中学生　（110 円）
　高校生　（220 円）
　一　般　（470 円）
　※貸靴代（340 円）
■申込締切日　２月 14 日金
　＊定員になり次第締切
問申込先　社会教育課（中央公民館）
☎ 72―2111（内線 518）
FAX 72―2246

1
選
考
職
種
（
採
用
予
定
人
数
）

社
会
福
祉
士
（
２
人
程
度
）

※
社
会
福
祉
士
と
し
て
専
門
的

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
行
政
事
務
に
従
事
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す

2
受
験
資
格

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
人

※
取
得
見
込
み
の
人
（
平
成
26
年

３
月
末
ま
で
に
社
会
福
祉
士
の
登

録
手
続
き
が
可
能
な
人
）
を
含
む

　
　＊

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

（
下
記
参
照
）

3
選
考
日
・
会
場

■
選
考
日　

２
月
25
日
火

■
会
場

六
ヶ
所
村
役
場
（
青
森
県
上
北

郡
六
ヶ
所
村
大
字
尾
馼
字
野
附

４
７
５
番
地
）

4
選
考
の
方
法
・
内
容

①
作
文　

論
理
的
思
考
や
文
章

作
成
能
力
な
ど
を
問
い
ま
す

（
８
０
０
字
程
度
）

②
面
接　

人
柄
に
つ
い
て
面
接

を
行
い
ま
す

5
受
付
期
間

２
月
３
日
月
～
19
日
水

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
受
付
期
限
ま
で
に
到
着
し
た

分
の
み
の
受
け
付
け
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

6
提
出
書
類

1
受
験
申
込
書

⑴
役
場
（
総
務
課
）、
泊
支
所
、

平
沼
支
所
に
あ
り
ま
す
。
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
rokkasho.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

⑵
郵
送
で
の
請
求
は
、
返
信
用

の
封
筒
（
角
形
２
号
。
送
付
先

を
記
入
の
上
、
１
２
０
円
切
手

を
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
）
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い

2
自
筆
の
履
歴
書（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
）

3
社
会
福
祉
士
登
録
証
の
写
し

4
健
康
診
断
書
（
健
康
診
断
項

目
を
満
た
す
も
の
）

⑴
既
に
一
部
の
検
査
項
目
を
受

診
（
提
出
日
以
前
３
カ
月
以
内
）

し
て
い
る
人
は
そ
の
健
康
診
断

書
と
、
残
り
の
検
査
項
目
に
つ

い
て
の
健
康
診
断
書
の
提
出
で

も
結
構
で
す

⑵
提
出
日
以
前
３
カ
月
以
内
に

全
て
の
健
康
診
断
項
目
を
満
た

す
健
康
診
断
を
受
け
た
人
は
、

そ
れ
を
代
用
で
き
ま
す

5
顔
写
真　

２
枚
（
縦
４
㎝
×

横
３
㎝
で
、
受
験
申
込
書
に
貼

り
付
け
た
も
の
を
除
く
）

※
正
面
方
向
か
ら
３
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
無
帽
、上
半
身
の
も
の
。

ま
た
、
写
真
の
裏
面
に
氏
名
を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

7
合
否
な
ど
に
つ
い
て

　

合
否
は
３
月
上
旬
ま
で
に
文
書

に
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

最
終
的
な
採
用
決
定
は
、
３

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

8
勤
務
条
件
な
ど

■
初
任
給
の
例

１
６
１
，
０
０
０
円

（
４
年
制
大
学
を
卒
業
し
て
１
年

目
の
給
料
月
額
の
例
で
す
。
経

歴
に
応
じ
て
、
一
定
の
基
準
に

よ
り
加
算
さ
れ
ま
す
）

■
諸
手
当　

給
料
の
ほ
か
、
扶

養
手
当
、
住
居
手
当
、
時
間
外

勤
務
手
当
、
通
勤
手
当
な
ど
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
６
月

と
12
月
に
期
末
・
勤
勉
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

■
休
日　

土
日
、
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始

■
休
暇　

年
次
有
給
休
暇
お
よ

び
特
別
休
暇
な
ど

9
受
験
申
込
書
な
ど
の
提
出
先

お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

六
ヶ
所
村　

総
務
部
門　

総
務

課　

人
事
給
与
係

（
〒
０
３
９
―
３
２
１
２　

青
森

県
上
北
郡
六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮

字
野
附
４
７
５
番
地
）

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
２
２
２
～
２
２
６
）

社
会
福
祉
士
と
し
て
働
き
ま
せ
ん
か

平
成
25
年
度
六
ヶ
所
村
職
員
採
用
選
考
案
内
【
社
会
福
祉
士
】

■地方公務員法第 16 条（抜粋）
　次の各号の一に該当する者は、条例で定める場合を除くほか、職員となり、又は競争試験若しくは選考を受け
ることができない。
１　成年被後見人又は被保佐人
２　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
３　当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から二年を経過しない者
４　人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、第五章（罰則）に規定する罪を犯し刑に処せられた者
５　日本国憲法施行の日〔昭和 22 年５月３日〕以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で
　破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

多
国
籍
の
子
ど
も
や
先
生
と
一
緒
に

英
語
や
外
国
文
化
を
学
ぼ
う

六
ヶ
所
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
幼
少
部

　

体
験
入
園

親子スケート教室に
参加しませんか

information

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

ま
で
下
が
り
ま
す
。
一
部
地

域
で
は
マ
イ
ナ
ス
25
度
ま
で

下
が
り
ま
し
た
。

　

韓
国
北
部
で
は
大
き
な
川

で
も
凍
り
や
す
く
、
そ
の

凍
っ
た
川
の
氷
に
穴
を
開
け

ヤ
マ
メ
な
ど
の
川
魚
を
釣
る

人
が
多
い
で
す
。

　

冬
の
時
期
は
、
こ
の
川
釣

り
の
た
め
の
祭
り
が
各
地
で

行
わ
れ
、
凍
っ
た
川
の
上
に

た
く
さ
ん
の
人
が
穴
を
開
け

て
釣
り
を
し
た
り
、
ス
ケ
ー

ト
な
ど
の
氷
上
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
こ
の
祭
り
に
、
案
内

し
て
く
れ
た
人
は
「
た
く
さ

ん
の
人
が
乗
っ
て
も
氷
が
割

れ
な
い
の
は
、
世
界
七
不
思

議
の
ひ
と
つ
だ
！
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
本
当
に
川
の
上

な
の
か
と
思
う
く
ら
い
の
光

景
で
し
た
。

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

韓
国
で
正
月
と
い
え
ば
、

旧
正
月
が
主
流
で
、
今
年
は

１
月
31
日
に
な
り
ま
す
。

　

で
す
が
、
世
界
的
に
主
流

な
１
月
１
日
に
合
わ
せ
て
、

韓
国
内
で
も
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
海
側
の
地
域
で
は
初

日
の
出
を
祝
う
行
事
が
多

く
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で『
一

番
最
初
の
日
の
出
』『
一
番

美
し
い
日
の
出
』
な
ど
、
一

番
を
主
張
し
て
お
り
、
韓
国

人
特
有
の
負
け
ず
嫌
い
さ
が

出
て
い
て
面
白
い
で
す
。

　

襄
陽
郡
に
お
い
て
も
、
１

月
１
日
に
は
日
本
海
側
の
海

岸
へ
人
々
が
集
ま
っ
て
新
年

最
初
の
日
の
出
を
祝
い
ま

す
。

　

ま
た
、
日
本
と
は
違
い
、

大
陸
か
ら
乾
燥
し
た
冷
た
い

風
が
吹
く
た
め
、
雪
は
降
ら

ず
と
も
マ
イ
ナ
ス
10
度
以
下
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問
提
出
先

農
林
水
産
課　

畜
産
係

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
３
２
３
）

FAX
７
２
―
２
９
２
７

＊
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
く
だ
さ
い

■
開
設
期
間

平
成
26
年
２
月
10
日
月
～
３
月

17
日
月
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
会
場　

十
和
田
奥
入
瀬
合
同

庁
舎
１
階

■
確
定
申
告
の
内
容

◆
申
告
期
限
【
３
月
17
日
月
】

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
（
口
座
振
替
日　

４
月
22

日
火
）、
②
贈
与
税

◆
申
告
期
限
【
３
月
31
日
月
】

の
被
害
地
域
復
興
や
被
災
者
生

活
支
援
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
人
々
の
命
と
健

康
を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　

赤
十
字
活
動
の
普
及
・
推
進

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
赤
十
字
社

員
へ
の
加
入
な
ら
び
に
社
資
の

ご
協
力
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

各
自
治
会
で
の
毎
戸
訪
問
時

の
ほ
か
、
福
祉
課
窓
口
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
付
開
始
日

２
月
３
日
月
か
ら

問
日
本
赤
十
字
社
六
ヶ
所
村
分

区
事
務
局　

福
祉
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

①
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
口
座
振
替
日　

４
月
24
日
木
）

＊
新
た
に
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

る
場
合
は
「
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す

＊
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
『
作
成
・
印
刷
し
て

提
出
』
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

問
十
和
田
税
務
署

☎
０
１
７
６
（
23
）
３
１
５
１

　

日
赤
青
森
県
支
部
で
は
２
月

１
日
よ
り
、
26
年
度
に
実
施
す

る
赤
十
字
活
動
の
資
金
確
保
の

た
め
、
赤
十
字
社
員
増
強
・
社

資
増
収
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社

資
（
社
費
・
寄
付
金
）
は
、
台

風
で
被
害
を
受
け
た
地
域
へ
送

る
救
援
物
資
、
東
日
本
大
震
災

　

家
畜
な
ど
を

飼
養
し
て
い
る

人
は
、
家
畜
伝

染
病
予
防
法
第
12
条
の
４
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
飼
養
衛
生

管
理
状
況
に
つ
い
て
、年
１
回
、

県
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

※
毎
年
２
月
１
日
現
在
の
飼
養

羽
数
お
よ
び
家
畜
の
衛
生
管
理

の
状
況
に
つ
い
て
、
報
告
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
牛
舎

な
ど
の
配
置
図
も
必
要
）

　

十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
か

ら
各
飼
養
者
に
送
付
さ
れ
た
書

類
に
記
入
し
、
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
対
象
鳥
類

乳
牛
、
肉
牛
、
豚
、
馬
、
羊
、

ヤ
ギ
、
鹿
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど

■
報
告
様
式

十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
（
農
林
水
産

課
に
も
報
告
様
式
な
ど
用
意
し

て
い
ま
す
）

＊
昨
年
と
同
様
で
も
必
ず
報
告

し
て
く
だ
さ
い

■
報
告
期
日

平
成
26
年
３
月
７
日
金
ま
で

4
貸
与
期
間

高
等
学
校
お
よ
び
大
学
な
ど
に

お
け
る
正
規
の
就
学
期
間

5
受
付
期
間

26
年
２
月
１
日
土
～
３
月
20
日

木
【
必
着
】

＊
期
間
以
降
の
申
請
は
受
け
付

け
て
お
り
ま
せ
ん

6
申
請
方
法

保
護
者
で
は
な
く
貸
与
を
受
け

る
本
人
が
、
左
記
❶
～
❼
の
書

類
を
持
参
の
上
、
学
務
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
者
が

未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
）

❶
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
、
家

庭
状
況
書
、
振
込
依
頼
書
（
学

務
課
の
ほ
か
、
泊
・
平
沼
支
所

に
備
え
つ
け
て
い
ま
す
。
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
で
す
）

❷
25
年
の
所
得
が
分
か
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
の
写

し
な
ど
、
世
帯
の
中
で
収
入
の

あ
る
人
全
員
分
と
連
帯
保
証
人

分
）

❸
健
康
診
断
書
（
中
学
、
高
校

の
健
康
診
断
書
で
も
代
用
可
）

❹
合
格
通
知
書
も
し
く
は
在
学

証
明
書
（
原
本
）

❺
申
請
者
の
戸
籍
全
部
事
項
証

明
書
も
し
く
は
戸
籍
謄
本
（
原

本
）

❻
成
績
証
明
書
（
原
本
）

❼
振
込
を
希
望
す
る
通
帳
の
コ

ピ
ー

7
貸
与
の
決
定

貸
与
の
決
定
は
、
教
育
委
員
会

（
26
年
４
月
中
旬
開
催
予
定
）
に

て
決
定
し
ま
す

＊
奨
学
資
金
の
貸
与
は
、
教
育

委
員
会
で
申
請
者
を
審
査
し
決

定
し
ま
す
。
申
請
す
れ
ば
必
ず

貸
与
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会　

学
務
課

（
担
当 

赤
石
）

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
２
５
５
）

　

村
で
は
、
村
内
に
住
所
を
有

す
る
人
の
子
で
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
高
等
学
校
ま
た
は
大

学
な
ど
へ
の
就
学
が
困
難
な
人

に
対
し
て
奨
学
資
金
を
貸
与
し

て
い
ま
す
。

1
申
請
資
格

○
平
成
26
年
４
月
か
ら
高
等
学

校
お
よ
び
大
学
な
ど
へ
進
学
す

る
人

○
26
年
４
月
現
在
、
在
学
中
の
人

2
対
象
学
校

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
お
よ
び
大
学
な
ど

【
対
象
と
な
ら
な
い
学
校
例
】

❶
防
衛
・
海
上
保
安
大
学
校
な

ど
文
部
科
学
省
以
外
の
省
庁
所

管
の
学
校
❷
放
送
大
学
、
通
信

教
育
学
部
な
ど
主
に
自
宅
で
学

習
す
る
学
校
❸
自
治
医
科
大
学

な
ど
学
費
が
免
除
さ
れ
る
学
校

❹
病
院
が
経
営
す
る
看
護
師
養

成
学
校
、
自
動
車
学
校
、
職
業

訓
練
校
―
な
ど

＊
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

校
以
外
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

事
前
に
確
認
の
上
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

3貸与額 月額

高等学校 １万５千円
（定額）

高等学校
（５年制専攻科） ５万円以内

４年制大学 ７万円以内

大学院 10 万円以内

短期大学 ５万円以内

高等専門学校 ５万円以内

専門学校 ３万円以内

入学一時金（＊１） 30 万円以内

（＊１）新入学時のみ。
　　　  高等学校・大学院は含まない

就
学
の
手
助
け
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

六
ケ
所
村
奨
学
資
金
貸
与
制
度
の
ご
案
内

赤
十
字
活
動
資
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

十
和
田
税
務
署
か
ら

平
成
25
年
分
確
定
申
告

の
お
知
ら
せ

家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
皆
さ
ん

定
期
報
告
書
を
提
出
く

だ
さ
い

　年度を超えると滞納処分の対象となりま
す。納め忘れのないようにしましょう。
　納税に関するご相談などの問い合わ
せは下記まで。
問税務課　徴収対策室
☎ 72―2111（内線 123・124・128）

税金の納め忘れ、ありませんか

　第１回農業委員会総会は１月
21 日火に、第２回農業委員会
総会は１月 28 日火に開催され
ました。
　今月の総会は、２月 20 日木
に開催予定です。

提出書類の締切日

　農業委員会へ提出する書類の
締め切りは下記のとおりです。
■ 農 地 法 第 3・4・5 条、 利 用
権設定などの各種申請書
→　毎月月末
■競公売に係る買受適格証明願
の提出
→　毎月 15 日
※ 15 日が休日の場合は、その前
の平日まで。書類は期限厳守の提
出をお願いします

問農林水産課　藤村
☎ 72―2111（内線 327）

『ぐるっとＮＡＶＩ』では、
上十三・十和田湖広域定住
自立圏域内市町村のイベン

ト情報を紹介しています。

◎三沢市
■上十三地区障がい者就労支援セミナー
○日時　２月 15 日土
　午前 10 時～午後３時 30 分
○場所　三沢市公会堂３階
問お助けマンクラブ 松江
☎ 0176（51）4620

■パフォーマンスライブ vol.4
○日時　２月 9 日日　午後１時～
○場所　スカイプラザミサワ２階
問 Resonance（レゾナンス）
☎ 070（5629）5679

◎野辺地町
■のへじ～のドリンクラリー
　（はしご酒ラリー）
○日時　２月 14 日金
　午後６時 30 分～９時 30 分
○場所　受付会場：中央公民館
　抽選会場：和食処しばのや
問野辺地町商工会
☎ 0175（64）2164

◎おいらせ町
■百石えんぶり
○日時　２月 15 日土・16 日日
　17 日月　午前９時～午後４時
○場所　おいらせ町分庁舎周辺
問おいらせ町社会教育・体育課
☎ 0178（56）4276

◎十和田市
■妹島和世 ＋ 西沢立衛　SANAA 展
○日時　２月１日土～３月 30 日日
○場所　十和田市現代美術館
問十和田市現代美術館
☎ 0176（20）1127

■十和田湖冬物語 2014
○日時　２月７日金～３月２日日
○場所　十和田湖畔休屋　特設イベ

ント会場
問十和田
湖冬物語
実行委員
会
☎ 0176

（75）2425

■駒っこランド雪まつり
○日時　２月９日日
　午前 10 時～午後３時
○場所　駒っこランド
問称徳館　☎ 0176（26）2100
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戸籍の窓

　

県
で
は
、
納
税
証
明
書
の
交

付
申
請
の
際
、
窓
口
に
き
た
人

の
確
認
と
、
代
理
人
申
請
の
場

合
の
委
任
関
係
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
納
税
証
明
書
の
交
付
申
請
の

際
に
準
備
す
る
も
の

※
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
写
真
付
公
的
書
類
な
ど

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

坂
さかうえ

上　采
こ と な

那（和摩）泊

福
ふくおか

岡　結
ゆ い

生（智也）尾駮レイクタウン

梅
う め き

木　碧
あ お と

斗（宏輔）石油備蓄

葛
か さ い

西　美
み わ

和（健悟）尾駮レイクタウン

三
み か ど

角　真
ま な と

翔（優久）尾駮レイクタウン

竹
たけばやし

林　有
ゆ う り

里（有史）尾駮レイクタウン

六ヶ所村の人口
（12 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,762 ―11
女 5,126 － 8
計 10,888 － 19

世帯数 4,592 ―7

12 月届け出分。届け出時に、本誌への
掲載を希望した人だけ載せています。

問住民課　☎ 72―2111（内線 117）

Information Square

【
第
１
部
】『
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
＆

ラ
イ
ト
ク
ラ
シ
ッ
ク
』、【
第
２

部
】『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
集
』

■
注
意
事
項

①
公
会
堂
に
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
、
②
未
就
学
児
童
の
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
、
③
申
込

は
が
き
に
不
備
が
あ
る
場
合
は

返
送
で
き
ま
せ
ん

■
応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
左
記
を
記
入
し

て
お
送
り
く
だ
さ
い

【
裏
面
】　

希
望
者
の
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
氏
名
④
電
話
番
号

⑤
入
場
希
望
人
数
（
１
枚
の
は

が
き
で
２
人
ま
で
入
場
可
）
⑥

応
募
の
き
っ
か
け
（
演
奏
会
を

ど
の
よ
う
に
知
っ
た
か
。
ポ
ス

タ
ー
、
ち
ら
し
、
広
報
紙
の
種
類
、

知
人
の
紹
介
な
ど
）

【
表
面
】　

抽
選
結
果
発
送
先
の

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名

■
応
募
先　
『
〒
０
３
３
―
８
６

０
４　

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空

音
楽
隊
定
期
演
奏
会
係
』
ま
で

＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
抽
選
結
果
は
、

返
信
は
が
き
の
郵
送
（
２
月
下

旬
予
定
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
応
募
締
切

２
月
14
日
金
（
消
印
有
効
）

問
北
部
航
空
音
楽
隊

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
４

（
内
線
４
８
２
２
）

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
く
適
用

さ
れ
ま
す
（
５
人
以
上
の
団
体

で
ご
加
入
く
だ
さ
い
）。

■
対
象
と
な
る
事
故

①
団
体
活
動
中
の
事
故
、
②
往

復
中
の
事
故
（
自
動
車
事
故
に

よ
る
賠
償
責
任
は
適
用
外
）

に
よ
り
行
い
ま
す
。
な
お
、
写

真
の
貼
付
の
な
い
健
康
保
険
被

保
険
者
証
な
ど
の
場
合
に
は
、

２
種
類
以
上
の
書
類
に
よ
り
確

認
を
行
い
ま
す

　

本
人
確
認
書
類
に
記
載
さ
れ

た
識
別
番
号
な
ど
を
記
載
し
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い

■
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

　

右
記
の
書
類
に
加
え
て
、
次

の
も
の
が
必
要
で
す
。

①
本
人
が
署
名
・
押
印
【
法
人

の
場
合
は
代
表
者
の
署
名
、
代

表
者
印
の
押
印
】
し
た
委
任
状

（
申
請
書
の
「
委
任
に
関
す
る
事

項
」
欄
を
使
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
）

②
委
任
し
た
か
ど
う
か
を
本
人

に
電
話
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

◎
納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の

皆
さ
ん
の
大
切
な
情
報
を
証
明

す
る
も
の
で
す
か
ら
、
窓
口
に

き
た
人
の
確
認
な
ど
は
厳
格
に

行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納

税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
０
５
）

■
日
時

平
成
26
年

３
月
８
日
土

開
演　

午
後
３
時

（
開
場　

午
後
２
時
）

■
場
所

三
沢
市
公
会
堂　

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料

無
料
（
入
場
券
が
必
要
）

■
演
奏
曲
目
（
予
定
）

お悔やみ申し上げます

吉田　トキ　89 才（平沼）

橋本よしゑ　94 才（睦栄）

鎌田　藤雄　83 才（泊）

酒井　洋子　62 才（泊）

相内　スヱ　80 才（千歳平）

宮古岩太郎　88 才（石川）

橋本宗三郎　92 才（泊）

上野　勝三　71 才（泊）

ご結婚おめでとう

太田　　優（十和田市）

工藤　千春（泊）

■
補
償
内
容

傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、
後

遺
障
害
、
死
亡
）・
賠
償
責
任
保

険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

■
加
入
受
付
期
間

平
成
26
年
３
月
１
日
土
～

　
　

27
年
３
月
30
日
月

■
保
険
期
間

26
年
４
月
１
日
火
午
前
０
時
～

27
年
３
月
31
日
火
午
後
12
時

■
掛
金
（
１
人
分
）

年
額
８
０
０
円
～
１
万
千
円

（
団
体
の
活
動
内
容
・
年
齢
な
ど

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県

支
部
（
〒
０
３
８
―
０
０
２
１

　

青
森
市
安
田
近
野
２
３
４
―

７
（
公
財
）
青
森
県
体
育
協
会
内
）

☎
０
１
７
（
７
８
２
）
６
９
８
４

＊
電
話
受
付
は
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
、
詳
し
く
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（http://w
w

w
.sportsanzen.org

）

Information Square
六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊

第
35
回
定
期
演
奏
会
の

ご
案
内

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

民生委員・児童委員

地区 氏　名 電話番号

泊 1 班
佐々木　勝子 77 － 2772

田中　智恵子 77 － 3327

泊 2・3 班 櫻井　きわ 77 － 3378

泊 4・5・6 班 舘　忠克 77 ー 2579

泊 7・8・9・10 班 松本　豊喜 77 ー 2174

泊 12・13 班 古川　陽子 77 ー 3934

泊 11・15 班 林下　操 77 ー 2857

泊 14・17・18 班 三浦　幸子 77 ー 3815

泊 16 班 相内　正明 77 ー 2220

出戸 服部　薫 77 － 3066

老部川・新町 木村　豊春 72 － 3120

尾駮浜・野附
吉田　みを子 72 － 2933

橋本　八重子 72 － 2139

尾駮
木村　敏子 72 ー 2213

髙橋　アツ子 72 ー 2106

レイクタウン
簗田　成義 72 ー 2168

橋本　春彦 75 ー 2764

主任児童委員

氏　名 電話番号

種市　久子 72 － 2618

逢坂　喜多子 77 － 3220

地区 氏名 電話番号

二又・富ノ沢 蘓武　貴子 72 ー 2691

室ノ久保・千樽 戸田　光雄 74 ー 2609

戸鎖 戸田　玉子 74 ー 2729

新城平・新納屋 小泉　操 75 ー 2682

平沼

橋本　孝子 75 ー 2720

葛西　ナツエ 75 ー 2061

赤沼　達也 75 ー 2123

倉内
木村　常泰 75 ー 2442

中村　笙子 75 ー 2209

中志・内沼 林　とよ 75 ー 2270

笹崎・六原・端 附田　良子 74 ー 2216

千歳 高田　喜世子 74 ー 2432

庄内・豊原・睦栄 伊藤　和夫 74 ー 2917

千歳平
髙田　昭男 74 ー 2005

濱田　洋子 74 － 2310

　平成 25 年 12 月１日に民生委員・児童委員
の一斉改選が行われましたので、新たな各地区
の民生委員・児童委員および主任児童委員を紹
介します。

■民生委員・児童委員とは
　地域を見守り、住民の暮らしに関する悩みご
となどの相談をお受けするほか、行政や関係機
関のつなぎ役になります。

■主任児童委員とは
　児童に関することを専門的に担当しており、
関係機関や地区の民生委員・児童委員などと協
力して、子どもの健全育成・支援活動を行いま
す。

暮らしの悩みごと、ご相談ください
地域の身近な相談役、民生委員・児童委員・主任児童委員

県
税
納
税
証
明
書
の
申

請
時
、
本
人
確
認
な
ど

を
行
な
っ
て
い
ま
す

準備するもの

証明書の種類

本人確認
書類

（＊❶）

印鑑
（法人の場合

は代表者印）

手数料
青森県収入
証紙（１部

400 円）

自動車
検査証

コピー可

事業税 ○ ○ ○

自動車税
（滞納がない旨の証明） ○ ○ ○ ○

自動車税
（継続検査用） ○ ○ ○

問福祉課
☎ 72 ー 2111

（内線 134）
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図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

六ヶ所村民図書館 新刊案内
問 72―3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/
日・曜 行事名 時　間 場　所

1 土

2 日

３ 月 スワニー・図書館・郷土館休館日

４ 火
ワッ歯ッ歯！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

５ 水

6 木

7 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

8 土

9 日

10 月 スワニー・図書館・郷土館休館日

11 火

12 水 森のくまさんおはなし会（3～6歳向け） 14：40 ～ 図 書 館

13 木

７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

森のくまさんおはなし会（0～3歳向け） 10：30 ～ 図 書 館

14 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

15 土

16 日

17 月 スワニー・図書館・郷土館休館日

18 火

１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳児健診にてブックスタート 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

19 水 栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保健相談センター

20 木

21 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

22 土

23 日
異文化交流フェア 10：00 ～ 中 央 公 民 館

スケート教室（詳細は P13 をご覧ください） 青森県営スケート場

24 月
スワニー・図書館・郷土館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

25 火

26 水

27 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

28 金
＊ＹＡ（ヤングアダルト）とは ･･･

『若い大人』である 10 代におすすめしたい本です

 村のスケジュール２月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

フォトジャーナリズムの世界で最も有名
な「崩れ落ちる兵士」。だが、誰もが知る
この戦争写真には数多くの謎があった。

「世紀の戦争写真」は本当は誰が撮ったの
か。キャパと恋人ゲルダとの隠された物
語を明らかにする。

キャパの十字架
沢木 耕太郎 （著）

＜一般＞

＊第 17 回 司馬遼太郎賞

ＩＴ技術の申し子「スマホ」も、使い方
を誤ると、辛い「うつ」へと導かれてし
まう。スマホうつの実態を解説し、スマ
ホうつ予防の秘策や、首・肩コリにすぐ
効くＩＴ猫背改善体操を紹介する。

スマホうつ
川井 太郎 （著）

＜一般＞

今では誰もが口にしたことのあるリンゴ
「ふじ」の歴史を紹介。地道な研究を重ね

て品種を作ってきた人びとに光をあて、
ていねいな取材で追ったノンフィクショ
ン。

モンスターと呼ばれた
リンゴ　ふじ

 小泉 光久（著）
＜児童＞

進学塾に通う小学６年の女子が誘拐され
た。犯人の要求は、なんと身代金５千円！ 
しかもすべて１円玉で用意せよ、って…。
５人の講師は、少女を、塾を、救えるの
か！？ 愛と感動の塾ミステリー。

国語、数学、理科、誘拐
　青柳 碧人 （著）

＜ＹＡ＞

時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報、❼写真
20 ❷まだ×２新米　56th（16 日～ 57th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　③味めぐり

7 時
05 ❶広報、❼写真、❾防災
30 ロックＴＶのお知らせ

❽モニタリング情報8 時 00

9 時

00 ❶広報、テレビ電話、❾防災
30 ❷まだ×２新米　56th（16 日～ 57th）
45 ❺まだ新米　バックナンバー

10 時

15 ❶広報、❼写真
35 ❷まだ×２新米　56th（16 日～ 57th）
50 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑥うれしいお土産

　（16 日～　NEW ⑦１１９）

11 時

20 ❹フラワーメモリー
30 ❶広報、❼写真、❾防災
55 ロックＴＶのお知らせ

❽モニタリング情報12 時 00

13 時

00 ❶広報、テレビ電話、❾防災
30 ❷まだ×２新米　56th（16 日～ 57th）
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　NEW ①ながいも

14 時

15 ❹フラワーメモリー
25 ❶広報、❼写真
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑤うれしいお土産２

　（16 日～　NEW ⑧安全なサイクル）

15 時
15 ❺まだ新米　バックナンバー
45 ❷まだ×２新米　56th（16 日～ 57th）

16 時

00 ❶広報、❼写真
20 ❷まだ×２新米　56th（16 日～ 57th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　②春日井ダンス

17 時

05 ❷まだ×２新米　56th（16 日～ 57th）
20 ❶広報、❼写真、❾防災
45

ロックＴＶのお知らせ
❽モニタリング情報18 時 00

19 時 00

20 時

00 ❶広報、テレビ電話、❾防災
30 ❹フラワーメモリー
40 ❶広報、❼写真

21 時

00 ❺まだ新米　バックナンバー
30 ❷まだ×２新米　56th（16 日～ 57th）
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　④異文化フェア 2013

22 時

15 ❶広報、❼写真
35 ❷まだ×２新米　56th（16 日～ 57th）
50 ❶広報、❼写真、❾防災

23 時 15
ロックＴＶのお知らせ
❽モニタリング情報

０時
I

６時

00

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、２月は以下の
番組を放送しますので、ぜひご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見るこ
とができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ２月（前半・後半）
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事予
定）、ごみの収集日程などを文字放送でお知らせし
ます。

❷まだ×２ 新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当３年目のカメラマンが取材・編集した村のト
ピックス（話題）をお届けします。
▶ 56th（１～ 15 日放送分）
　①第 31 回六ヶ所村民俗芸能発表会（１月 10 日
収録）、②健康づくり講演会（１月 22 日収録）を
放送します。
▶ 57th（16 ～ 28 日放送分）
　①尾駮小でＰＴＡ雪まつり（１月 25 日収録）、
②平成 25 年度中学校海外体験学習報告会（２月１
日収録予定）を放送します。
※番組では一部内容を変更して放送する場合があります

❸ア・ラ・カルト BOX（６番組）
　以下の番組から１番組（30 分）ずつ放送します。
▶１～ 28 日放送分
　① (NEW) ながいものおさけ―六趣醸造工房―
　②豊かな心を育む芸術～春日井ダンスギャラリー～
　③ろっかしょ味めぐり～厳冬の味覚～
　④異文化交流フェア 2013
▶１～ 15 日放送分
　①もらってうれしい六ヶ所のお土産２
　②もらってうれしい六ヶ所のお土産
▶ 16 ～ 28 日放送分
　① (NEW)119―こちら六ヶ所消防署―
　② (NEW) 世界一安全なサイクル施設を目指して

❹色鮮やかな花が村を彩る　～フラワーメモリー～
❺バックナンバー　まだ新米カメラマンどこへ
　行く !?　（25 年２月前半・後半）
❼写真で巡るろっかしょ
❽青森県環境放射線モニタリング
❾防災お役立て情報！

問情報政策課　☎ 72―2111（内線 155）

地上デジタル 11ch「ロック TV」

２月の番組表

成人式、色鮮やかな晴れ着やはかま姿の新成人たちが見せる笑顔は凛々しくどこか誇らしげ。インタビューでは『親へ恩返ししたい』と感謝の気持
ちを話す新成人たちが印象的でした。一つの節目を迎えたことで、歩んできた人生や支えてくれた人たちへの思いが変化したのでは。その思いを忘
れずに自分の人生の糧にしてほしいです。私があの頃目指していた大人ってどんな大人だったか、胸を張って二十歳の自分に会えるのか、少し考え
てしまいました。皆さんは大人への一歩を踏み出したばかり。ご活躍を心から祈っています（能登）　●今年の運だめしに引いたおみくじは「小吉」
でした。「すこし縁起が良い」はずなのに新年早々、家族の病気や車のタイヤのパンクなど不調な滑り出しです。でも苦があれば楽があるはずです。
2 月、3 月と雪の季節はまだまだ続きます。慎重に、油断せず、小吉なりに小さな幸せを見つけて頑張っていきたいと思います（須藤）



伝えたい、六ヶ所の風景。
地吹雪に見舞われる真冬
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厳寒の下北半島はその威厳を見せつけるがごとく、容赦なく牙をむき、
地吹雪の洗礼を浴びせる。

1_ 重く垂れこめた雲の中に、白く太陽が静かに凍る。降り積もった雪を舞い

上がらせ、絶え間なく視界を遮り、遠くの林の輪
りんかく

郭が生き物のように耕地を

蠢
うごめ

く　2_ 極寒の下北半島は地吹雪の洗礼を受け、雪の下に忍耐と希望を育て

る（1・2_ 撮影：平沼地区）　3_ 一瞬、雲間に青空が表れても、地表や湖面

を地吹雪が走り抜け、景色を隠す。一瞬の光の中にあらわれた尾駮沼の穏や

かな景色も、風雪の波に消されて霞んでいく（山上睦さん〈（公財）環境科学

技術研究所〉）


